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は
じ
め
に

　

Ｅ
Ｕ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
）
の
執
行
機
関
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
が
二
〇
二
三
年
三
、
四
月
に
実
施
し
た
Ｅ
Ｕ
市
民
の
金
融

ナ
リ
ッ
ジ
（F

inancial K
now

ledge
）
の
水
準
を
評
価
す
る
世
論
調
査
の
結
果
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
分
析
す
る
こ
と
が
本

稿
の
課
題
で
あ
る
。

　

本
調
査
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
二
七
国
の
市
民
を
対
象
に
、
①
単
利
と
複
利
、
②
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
③
債
券
の
価
格
と
利
息
の
関
係
、

④
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
、
⑤
リ
ス
ク
分
散
の
五
つ
の
基
礎
的
金
融
知
識
や
理
解
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
集
計
結
果
は
同
年
七
月
に
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
は
〝
ユ
ー
ロ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
（E

urobarom
eter

）〞
の
別
名
を
有
す
る
域
内
の
市
民
を
対
象
に
定
期
的
に

行
わ
れ
る
世
論
調
査
で
あ
る
が
、
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
を
テ
ー
マ
と
す
る
調
査
は
今
回
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
調
査
の
ね
ら
い
は
、
Ｅ
Ｕ
市
民
の
金
融
知
識
や
情
報
の
理
解
力
や
意
思
決
定
能
力
の
向
上
を
目
標
と
す
る

金
融
教
育
（F

inancial Literacy

）
へ
の
取
り
組
み
の
た
め
の
統
一
的
指
針
を
作
成
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
に
よ
る
金
融
教
育
の
重
要
性
と
必
要
性
を
謳
っ
た
レ
ポ
ー
ト
の
発
表
（
二
〇
〇
五
年
）
を
受
け
て
、

Ｅ
Ｕ
で
も
世
界
的
金
融
危
機
や
ギ
リ
シ
ャ
に
端
を
発
す
る
金
融
・
財
政
危
機
の
処
理
解
決
の
一
環
と
し
て
域
内
外
の
機
構
や
国
ぐ
に

Ｅ
Ｕ
市
民
の
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
の
現
況
と
評
価

〜
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
調
査
の
結
果
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

中
川　

辰
洋
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と
連
携
し
て
金
融
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
と
実
施
の
必
要
性
を
強
く
意
識
す
る
に
至
り
、
と
り
わ
け
Ｃ
Ｍ
Ｕ
（
資
本
市
場
同
盟
）

の
成
立
（
二
〇
一
五
年
）
を
契
機
に
「
Ｃ
Ｍ
Ｕ
二
〇
二
〇
年
行
動
計
画
―
―
市
民
と
企
業
の
た
め
の
Ｃ
Ｍ
Ｕ
」
を
発
表
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
市
民
の
金
融
知
識
と
効
率
的
な
意
思
決
定
能
力
の
向
上
を
喫
緊
か
つ
優
先
順
位
の
高
い
課
題
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

　

や
が
て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
本
調
査
の
一
番
の
意
義
は
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
初
の
統
一
的
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
で

あ
り
、
た
め
に
域
内
全
域
の
市
民
の
金
融
知
識
や
理
解
の
水
準
を
知
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
が
市
民
の
属
性
―
―
所
得
水
準
、
年

齢
、
教
育
水
準
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
性
別
）
に
よ
り
異
な
る
が
ゆ
え
に
、
そ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
た
域
内
の
統
一
的
金
融
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の
基
準
（standard

）
を
提
供
し
た
こ
と
で
あ
る
。

１　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
調
査
の
目
的
と
背
景

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
が
金
融
教
育
へ
の
取
り
組
み
の
強
化
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
世
界
的
金
融
危

機
や
Ｅ
Ｕ
の
金
融
財
政
危
機
の
爪
痕
が
残
る
二
〇
一
〇
年
前
後
で
あ
っ
た
。
時
あ
た
か
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
金
融
教
育
の
重
要
性
を
提
唱

し
た
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
、
さ
ら
に
は
Ｃ
Ｍ
Ｕ
（
資
本
市
場
同
盟
）
が
成
立
し
た
こ
と
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
市
民
生
活
に
お
け
る
金

融
教
育
へ
の
取
り
組
み
の
機
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
背
景
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
加
盟
各
国
の
政
府
サ
イ
ド
に
あ
っ
て

も
、
社
会
保
障
と
く
に
公
的
年
金
制
度
の
見
直
し
の
結
果
、
市
民
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
私
的
年
金
の
充
実
を
も
と
め
る
よ
う

に
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
金
融
知
識
や
理
解
の
向
上
を
旨
と
す
る
金
融
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
取

り
組
み
を
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
い
う
金
融
教
育
と
は
、
市
民
の
金
融
知
識
や
理
解
と
い
っ
た
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
の
向
上
だ
け
を
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
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ベ
ー
ス
に
適
切
で
効
果
的
な
意
思
決
定
の
促
進
、
と
り
わ
け
世
界
的
金
融
危
機
や
経
済
財
政
危
機
の
発
生
に
象
徴
さ
れ
る
外
生
的

シ
ョ
ッ
ク
に
適
切
に
対
処
し
、
か
つ
そ
の
た
め
に
金
融
機
関
や
証
券
市
場
を
有
効
に
活
用
し
つ
つ
貯
蓄
と
老
後
の
生
活
へ
の
備
え
を

厚
く
す
る
な
ど
財
務
的
能
力
（Financial Com

petence

）
の
向
上
を
目
指
し
そ
の
成
果
を
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
レ
ポ
ー
ト
は
金
融
教
育
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　

 

金
融
教
育
と
は
金
融
に
関
す
る
諸
概
念
や
リ
ス
ク
を
知
り
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
知
識
や
理
解
を
活
用
し
て
さ
ま
ざ

ま
の
状
況
の
も
と
で
効
果
的
な
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
や
社
会
の
金
融
資
産
を
増
進
し
、
経
済
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
ス
キ
ル
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
そ
し
て
自
信
を
身
に
着
け
る
こ
と
で
あ
る
（O

ECD
 [2005]

）。

　

こ
の
一
〇
年
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
は
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
や
加
盟
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
て
、
初
等
教
育
か
ら
学

校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
金
融
を
取
り
込
む
提
案
を
す
る
一
方
、加
盟
国
側
も
官
民
一
体
と
な
っ
て
教
育
・
啓
蒙
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
た
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
二
〇
一
六
年
に
国
民
教
育
省
（M

inistère de l'Éducation N
ationale

）
の
監
督
の
も
と
に
、

フ
ラ
ン
ス
銀
行
（B

anque de F
rance

）、
金
融
・
資
本
市
場
の
監
督
機
関
で
あ
る
金
融
市
場
庁
（A

utorité des M
archés 

Financiers

：
Ａ
Ｍ
Ｆ
）、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
協
会
（A

ssociation Bancaire Française

：
Ａ
Ｂ
Ｆ
）
と
こ
れ
に
加
入
す
る
主
要
金

融
機
関
か
ら
な
る
金
融
教
育
研
究
所
（Institut pour l'Education Financière du Public

：
Ｉ
Ｅ
Ｆ
Ｐ
）
を
設
立
し
て
市
民
の

金
融
知
識
や
理
解
の
向
上
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
の
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
・
学
生
ば
か
り
か
教
職
員
や
勤
労
者
な
ど

広
い
層
を
対
象
に
立
ち
上
げ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
み
ん
な
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（La Finance pour T

ous: Le site pédagogique 

sur l'argent et la fnance

）」
を
と
お
し
て
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
る
ほ
か
、
貨
幣
や
金
融
に
関
す
る
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
な
ど
を
出
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版
し
て
い
る
（La Finance pour tous (FPT

)/IEFP [2016]; Gully [2016]

）。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
は
こ
の
ほ
か
に
も
Ｃ
Ｍ
Ｕ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
市
場
同
盟
）
の
成
立
に
と
も
な
い
小
口
投
資
家
の
権
利
向
上

計
画
（R

etail Investm
ent Strategy

）
や
家
計
の
証
券
市
場
へ
の
参
入
促
進
な
ど
を
謳
っ
た
「
Ｃ
Ｍ
Ｕ
二
〇
二
〇
年
行
動
計
画

―
―
市
民
と
企
業
の
た
め
の
Ｃ
Ｍ
Ｕ
」
を
発
表
、
家
計
の
財
務
的
能
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
開
始
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

な
お
、
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ
る
と
資
本
市
場
が
発
達
し
、
市
民
の
投
資
行
動
が
活
発
と
い
わ
れ
る
英
国
で
あ
る
が
、
近

年
金
融
教
育
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
く
（Staton [2023]; M

uir [2024]

）。
わ
が
国
の
中
学
生
や
高
校
生
に
相
当
す
る

生
徒
た
ち
の
学
力
全
般
の
低
下
に
と
も
な
い
金
融
知
識
や
理
解
の
欠
如
が
顕
著
に
な
り
、
た
め
に
か
れ
の
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
を
向
上
す

る
金
融
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
採
り
入
れ
る
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
主
因
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
目
的
か
ら
、
例
え
ば
英
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体Y

oung Enterprise

がY
oung M

oney

と
称
す
る
主
と
し
て
小
中
の
児
童
・
生

徒
を
対
象
に
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
示
唆
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
こ
の
国

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
に
配
慮
し
つ
つ
女
性
の
社
会
的
地
位
の
向
上
の
一
環
と
し
て
金
融
教
育
を
促
進
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
（Barrett [2023; 2024]

）。

２　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
調
査
」
結
果
の
概
要

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
調
査
は
二
〇
二
三
年
三
、
四
月
に
実
施
さ
れ
、
七
月
に
結
果
が
発
表
さ
れ
た
（European Com

m
ission 

[2023b]

）。
す
な
わ
ち
、
調
査
は
加
盟
二
七
国
の
市
民
を
対
象
に
五
つ
の
問
い
―
―
①
単
利
・
複
利
、
②
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
③

債
券
の
価
格
と
利
息
の
関
係
、
④
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
、
⑤
リ
ス
ク
分
散
―
―
か
ら
な
る
が
、
い
ず
れ
も
市
民
の
基
本
的
な
金
融
知
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識
や
理
解
を
問
う
も
の
で

あ
っ
た
（
図
表
１
）。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、

上
記
五
問
の
正
し
い
回
答

は
平
均
三
問
、
正
答
率
は

約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
平
均
以

上（
四
な
い
し
全
問
正
答
）

の
正
答
率
は
二
六
パ
ー
セ

ン
ト
、
平
均
以
下
（
全
問

不
正
答
な
い
し
一
問
正

答
）
の
そ
れ
は
二
四
パ
ー

セ
ン
ト
、
こ
の
う
ち
全
問

不
正
答
は
七
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
っ
た
（
図
表
２
）。

　

五
問
中
正
答
率
の
も
っ

と
も
高
か
っ
た
の
は
ハ
イ

リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン

図表１　ヨーロッパ委員会による金融ナリッジに関する質問項目

１．単利と複利の理解
問い 　いま100ユーロを年２パーセントの利子で金融機関の口座に預け入れると想像し

てください。この口座での支払いや現金の引き出しを行わないものとすれば、貯金
額は５年後にはいくらになっているでしょうか。

選択肢　①110ユーロより多い　②110ユーロ　③110ユーロより少ない

２．インフレーションの理解
問い 　つぎのような状況を想像してください。あなたはある年1,000ユーロをプレゼント

されます。その年の物価上昇を２パーセントとします。あなたが１年後にできる買
い物はいくらになるでしょうか。

選択肢　①1,000ユーロよりも多い　②1,000ユーロよりも少ない　③分からない

３．債券の利息と価格との関係の理解
問い 　いまもし市場金利が上昇すれば、一般的に債券価格はどう変化するでしょうか。

選択肢　①債券価格は低下する　
　　　　②債券価格と金利とは無関係だから、価格は同一　③分からない

４．危険（リスク）と収益（リターン）の理解
問い 　より多くの収益を得るために投資するとすれば、それに応じた危険性はどのよう

に考えられるでしょうか。

選択肢　①低い収益を得る投資に比べて高い（損失の）危険性を受け容れる　
　　　　②低い収益を得る投資に比べて低い危険性を受け容れる　③分からない

５．危険（リスク）分散の理解
問い 　ひとつの会社の株式よりも複数の会社の株式に投資することによってどのような

ことが期待できるでしょうか。

選択肢　①単一の株式への投資に比べて危険性が高くなる　
　　　　②単一の株式への投資に比べて危険性が低くなる　③分からない

（出所）European Commission [2023b] より引用。
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の
理
解
に
関
す
る
問
い
（
④
）
で
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
以
下
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
②
）、
分
散
投
資
（
⑤
）
が
そ
れ
ぞ
れ
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
五

六
パ
ー
セ
ン
ト
と
五
割
を
超
え
て
い
る
も
の
の
、
単
利
・
複
利
（
①
）
は

四
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
五
割
を
下
回
り
、
債
券
の
価
格
と
金
利
の
関
係
の
理

解
に
関
す
る
問
い
に
至
っ
て
は
わ
ず
か
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
あ
り
よ

う
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
は
Ｅ
Ｕ
市
民
の
基
礎
的
な
金

融
知
識
や
理
解
の
レ
ベ
ル
は
低
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ず
、
金
融
教
育
の

実
施
の
必
要
性
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
調
査
結
果
を
市

民
の
属
性
に
応
じ
て
立
ち
入
っ
て
み
て
い
く
と
、
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
の
レ
ベ

ル
に
は
大
き
な
差
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
金
融
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
と
実
施
へ
の
取
り
組
み
に
は
、
そ
う
し
た
市
民
間
の
金
融

ナ
リ
ッ
ジ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
が
要
請
さ
れ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
点
は
の
ち
に
立
ち
返
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
し

あ
た
り
つ
ぎ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
が
Ｅ
Ｕ
域
内
の
市
民
の
金
融
知
識
や
理
解
に
差
が

生
じ
る
要
因
と
し
て
第
一
に
指
摘
し
た
の
は
加
盟
国
の
経
済
規
模
や
豊
さ

の
差
で
あ
る
。
図
表
３
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
加
盟
二
七
国
中
正
答
率
が

図表２　ヨーロッパ委員会による金融ナリッジテスト結果
Financial Knowledge

５つの金融ナリッジに
関する問いへの正答率

ハイリスク・ハイリターンの理解
66％

26％  ４ないし全問正答
50％  ２ないし３問正答
24％  全問不正答ないし１問正答

質問別正答率

65％

56％

45％

20％

分散投資の理解

単利・複利の理解

債券の価格と金利との関係の理解
インフレーションの理解

（出所）European Commission [2023b] より引用。
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も
っ
と
も
高
か
っ
た
の
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
、
四
問
な
い
し
全
問
正
答
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
ふ
く
む
約
九
割
の
市
民
が
二
問
以
上

正
し
く
答
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、最
低
は
旧
共
産
圏
の
ル
ー
マ
ニ
ア
で
、二
問
以
上
正
答
し
た
市
民
は
Ｅ
Ｕ
平
均
（
七
六
パ
ー

セ
ン
ト
）
を
下
回
り
六
割
に
も
届
か
な
い
。

図
表
３
　
加
盟
27国

の
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
テ
ス
ト
の
正
答
率

N
L
A
T
：
オ
ー
ス
ト
リ
ア

D
K
：
デ
ン
マ
ー
ク

H
R
：
ハ
ン
ガ
リ
ー

LV
：
ラ
ト
ビ
ア

S
E
：
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

B
E
：
ベ
ル
ギ
ー

E
E
：
エ
ス
ト
ニ
ア

H
U
：
ク
ロ
ア
チ
ア

M
T：
マ
ル
タ

S
I
：
ス
ロ
ベ
ニ
ア

B
G
：
ブ
ル
ガ
リ
ア

E
L
：
ギ
リ
シ
ャ

IE
：
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

N
L
：
オ
ラ
ン
ダ

S
K
：
ス
ロ
バ
キ
ア

C
Y
：
キ
プ
ロ
ス

E
S
：
ス
ペ
イ
ン

IT
：
イ
タ
リ
ア

P
L
：
ポ
ー
ラ
ン
ド

C
Z：
チ
ェ
コ
共
和
国

FL
：
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

LT
：
リ
ト
ア
ニ
ア

P
T
：
ポ
ル
ト
ガ
ル

D
E
：
ド
イ
ツ

FR
：
フ
ラ
ン
ス

LU
：
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

R
O
：
ル
ー
マ
ニ
ア

FI
D
K
E
E
S
I
S
E
LU

D
E
IE
B
E
A
T
S
K
M
T
EU27

C
Z
LT

FR
IT
H
R
H
U
B
G
LV

P
L
E
L
E
S
C
Y
P
T
R
O

43
40

40
39

36
34

33
32

31
30

28
27

26
26

25
25

25
25

24
22

20
20

20
19

19
19

16
13

39
49

45
47

49
47

43
46

47
44

50
53

54
50

54
54

51
49

55
61

54
55

55
52

54
51

56
57

18
11

15
13

15
19

24
22

22
26

22
20

19
24

21
21

25
26

22
17

26
25

25
29

27
30

28
30（

％
）

４
な
い
し
全
問
正
答

２
な
い
し
３
問
正
答

全
問
不
正
答
な
い
し
１
問
正
答

（
出

所
）

European Com
m
ission [2023b] よ

り
引

用
。
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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ほ
か
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
経
済
規
模
が
大
き

い
か
裕
福
な
加
盟
国
の
市
民
の
正
答
率
は
概
し
て
高
い
と
い
え
る
の
に
対
し
て
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
に
Ｅ

Ｕ
平
均
を
下
回
る
加
盟
国
も
散
見
さ
れ
る
。
一
方
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
は
対
照
的
に
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
な
ど
旧
共
産
圏
の

加
盟
国
が
上
位
に
ラ
ン
ク
し
て
い
る
こ
と
は
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
投
資
比
率
が
Ｅ
Ｕ
最
大
の
四
〇
余
パ
ー
セ
ン
ト
と
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
で
高
い
国
（
二
〇
二
三
年
）
で
あ
る
こ
と
を
思

え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
正
答
率
は
も
っ
と
高
く
て
も
い
い
は
ず
で
あ
る
が
、
他
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
比
べ
た
教
育
格
差
、
所
得
や
貯

蓄
の
格
差
が
影
響
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
（Fay [2016]

）。
し
か
る
に
、「
フ
ラ
ン
ス
人
は
貯
蓄
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
し
て
投
資
の
劣
等
生
（cham

pions d'Europe de l'épargne et bonnet d'âne de l'investissem
ent

）」
は
早
と

ち
り
か
上
滑
り
の
評
価
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（Gully [2016]; M

artellini [2019]

）。

　

第
二
は
家
計
の
所
得
水
準
で
あ
る
。
図
表
４
﹇
ａ
﹈
は
Ｅ
Ｕ
市
民
の
所
得
を
五
つ
の
分
位
（
低
所
得
層
は
第
一
分
位
、
高
所
得
層

は
第
五
分
位
）
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
が
、み
ら
れ
る
よ
う
に
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
は
所
得
水
準
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
上
昇
し
、

高
所
得
の
第
五
分
位
の
家
計
は
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
低
の
第
一
分
位
の
そ
れ
よ
り
も
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
高
い
。
家
計
所
得
と
金

融
ナ
リ
ッ
ジ
の
レ
ベ
ル
と
の
間
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
相
関
関
係
が
存
在
す
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
は
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
と
年
齢
・
世
代
と
の
関
連
で
あ
り
、
四
十
か
ら
五
十
四
歳
お
よ
び
五
十
五
歳
超
の
中
高
年
層
に
お

い
て
金
融
知
識
や
理
解
が
若
年
層
や
青
壮
年
層
（
十
八
か
ら
二
十
四
歳
お
よ
び
二
十
五
か
ら
三
十
九
歳
）
の
そ
れ
に
比
べ
て
高
い
と

い
う
結
果
が
導
か
れ
て
い
る
（
同
﹇
ｂ
﹈）。
中
高
年
層
は
住
宅
の
購
入
や
子
ど
も
た
ち
の
教
育
資
金
に
加
え
て
保
険
・
年
金
へ
の
関

心
が
高
い
こ
と
が
高
ス
コ
ア
の
主
因
と
考
え
ら
れ
る
一
方
、
青
壮
年
層
の
場
合
に
は
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
と
く
に
金
融
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
し
た
教
育
が
整
備
さ
れ
な
い
な
か
で
社
会
人
と
な
っ
た
こ
と
が
一
因
と
さ
れ
る
（M

artellini [2019]

）。
こ
れ
に
対
し
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て
、
若
年
層
の
間
で
は
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
（
パ
ソ
コ

ン
）
の
日
常
的
活
用
に
よ
っ
て
金
融
知
識
が
あ
る

程
度
浸
透
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
投
資
、
保
険
や

年
金
に
関
す
る
経
済
や
金
融
の
基
本
的
知
識
や
理

解
は
か
な
ら
ず
し
も
正
確
で
も
豊
か
で
も
な
い
と

い
う
調
査
が
あ
る
。

　

第
四
は
市
民
の
教
育
水
準
の
差
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
は
初
等
、中
等
、

高
等
と
教
育
水
準
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
上
昇
す

る
傾
向
が
あ
り
、
義
務
教
育
修
了
者
（
中
等
教
育

中
退
者
を
ふ
く
む
）
と
大
学
・
大
学
院
な
ど
高
等

教
育
修
了
者
と
の
間
の
差
は
じ
つ
に
一
五
ポ
イ
ン

ト
に
も
な
る
（
同
﹇
ｃ
﹈）。
フ
ラ
ン
ス
を
例
に
と

る
と
、
こ
の
国
は
教
育
格
差
が
大
き
く
、
そ
れ
が

同
国
の
市
民
の
正
答
率
を
低
か
ら
し
め
た
一
因
と

い
っ
て
も
誇
張
で
は
あ
る
ま
い
。

　

そ
し
て
第
五
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
問

題
で
あ
る
。
図
表
５
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
Ｅ
Ｕ

図表４　インフレーションの知識に関する正答率
　　　　（所得、年齢・世代、教育水準により分類）

［b］年齢・世代

55＋
（歳）

40－5425－3918－24

初等教育 中等教育 高等教育

［c］教育水準

［a］家計所得

第１
分位
第２
分位
第３
分位
第４
分位
第５
分位

80％
70％
60％
50％
40％
30％
20％
10％
0％

金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア

80％
70％
60％
50％
40％
30％
20％
10％
0％

金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア

80％
70％
60％
50％
40％
30％
20％
10％
0％

金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア

58％58％

57％57％
63％63％

72％72％

56％56％
63％63％

72％72％
61％61％57％57％

66％66％ 68％68％ 72％72％

（出所）Demeritzis, Maria, Luca Lévy Moffat, Annamaria Lusardi and Juan Mejino López [2024] 
より引用。
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平
均
の
五
問
中
三
問
正
答
者
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
が
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
に

の
ぼ
っ
た
の
に
対
し
て
、
女
性
は
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
両
者
の
差
は
一
八
ポ
イ

ン
ト
に
も
な
る
。
な
か
で
も
特
記
す
べ
き
点
は
、
平
均
正
答
率
が
六
割
相
当
の
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
理
解
に
関
す
る
問
い
の
正
答
率
が
男
性
の
場
合
で
は
七
一

パ
ー
セ
ン
ト
と
七
割
を
超
え
る
か
た
わ
ら
、
女
性
は
平
均
以
下
の
五
九
パ
ー
セ
ン

ト
と
、
男
女
の
間
で
は
一
二
ポ
イ
ン
ト
も
の
差
が
あ
る
。

　

金
融
ナ
リ
ッ
ジ
の
男
女
格
差
に
つ
い
て
は
年
齢
や
世
代
、
教
育
水
準
の
差
な
ど

に
起
因
す
る
と
い
う
議
論
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
筆
者
は
そ
う
し
た
議
論
に
は
与
し

な
い
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
パ
リ
大
学
の
学
生
ス
ト
ラ
イ
キ
が
全
国
的
な
政

治
・
社
会
運
動
へ
と
発
展
し
た
一
九
六
八
年
の
五
月
事
件
当
時
の
大
学
進
学
率
は

二
〇
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
、の
ち
に
映
画
俳
優
と
な
る
ア
ン
ヌ
・
ヴ
ィ
ア
ゼ
ム
ス
キ
ー

の
よ
う
に
大
学
に
通
う
女
性
は
少
数
派
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
七
〇
年
代
以
降
進

学
率
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
女
子
学
生
が
急
増
し
、
半
世
紀
後
の
二
〇
二
〇
年
に

は
女
性
の
進
学
率
は
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
男
性
を
上
回
る
ま
で
に
な
っ
た
。
他

の
Ｅ
Ｕ
諸
国
も
似
た
り
よ
っ
た
り
で
あ
る
。
学
生
の
大
半
が
〝
と
こ
ろ
て
ん
〞
式

に
卒
業
で
き
る
日
本
と
違
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
の
大
学
で
は
中
途
退
学
は
つ
き
も
の
で
あ

る
と
は
い
え
、
女
性
の
退
学
が
男
性
よ
り
も
多
い
と
い
う
統
計
値
は
な
い
。
こ
ん

に
ち
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
中
高
年
層
を
加
え
て
も
約
四
割
の
女
性
は
高
等
教
育
進
学

図表５　金融ナリッジにおけるジェンダー・ギャップ
80％
70％
60％
50％
40％
30％
20％
10％
0％

５問中３問正答

52％
61％

43％

71％

59％

12％

インフレーションの正答率

18％

65％ 全体
男性
女性
男女格差

（出所）Demeritzis, Maria, Luca Lévy Moffat, Annamaria Lusardi and Juan Mejino López [2024] 
より引用。
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者
と
み
て
い
い
か
ら
、
年
齢
や
世
代
、
教
育
水
準
の
差
が
低
い
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
の
原
因
と
は
考
え
が
た
い
。

　

ち
な
み
に
研
究
者
の
な
か
に
は
、
技
術
的
な
問
題
と
断
り
な
が
ら
も
、
問
い
へ
の
回
答
の
選
択
肢
と
し
て
「
分
か
ら
な
い
」
が
あ

る
場
合
、
女
性
は
回
答
に
迷
う
か
、
確
た
る
自
信
が
な
い
場
合
に
男
性
よ
り
も
「
分
か
ら
な
い
」
と
回
答
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ

が
結
果
と
し
て
女
性
の
正
答
率
を
低
か
ら
し
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（D

em
ertzis et al. [2024]

）。

　

こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
こ
の
種
の
選
択
肢
の
な
い
他
の
問
い
の
正
答
率
に
は
男
女
間
に
大
き
な
差
の
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
別
言
す
れ
ば
、
女
性
が
男
性
に
比
べ
て
金
融
や
経
済
の
問
題
へ

の
興
味
や
関
心
が
こ
と
さ
ら
低
い
と
い
う
わ
け
で
も
、
金
融
知
識
や
理
解
が
劣
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
と
い
う
根
拠
を
示
す
も
の

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

３　
「
調
査
」
結
果
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
調
査
は
Ｅ
Ｕ
市
民
の
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
の
現
況
を
統
一
的
に
知
ら
し
め
る
最
初
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
調
査

結
果
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
市
民
の
金
融
知
識
や
理
解
が
決
し
て
高
い
水
準
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
市

民
の
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
の
水
準
が
所
得
や
教
育
、
貯
蓄
そ
れ
に
退
職
後
の
生
活
へ
の
備
え
な
ど
に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

実
際
、
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
の
高
い
市
民
層
は
貯
蓄
や
退
職
後
の
生
活
へ
の
備
え
に
自
信
の
あ
る
層
に
多
く
、
反
対
に
低
賃
金
・
低
所

得
・
低
貯
蓄
層
あ
る
い
は
定
年
退
職
後
の
生
活
へ
の
備
え
を
不
安
視
す
る
層
は
金
融
知
識
や
理
解
の
レ
ベ
ル
に
難
の
あ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
の
水
準
を
高
め
る
こ
と
は
重
要
か
つ
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
の
改
善
と
そ
れ
に
即
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
と
実
施
が
有
効
で
あ
り
、
か
つ
そ
う
し
た
教
育
を
通
し
て
金
融
危
機

な
ど
の
不
測
の
外
生
的
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
市
民
を
護
り
、
そ
の
財
務
的
回
復
力
（Financial Resilience

）
の
向
上
、
ひ
い
て
は
財
務



（83）

的
虚
弱
性
（F

inancial F
ragility

）
の
解
消
が
可
能

と
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る

　

そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
に
本
部
を
置
く
世
界
的
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
研
究
所
の
研
究
員
た
ち
が
行
っ
た
Ｅ
Ｕ

市
民
の
短
期
的
か
つ
長
期
的
な
財
政
的
回
復
力
と
金

融
ナ
リ
ッ
ジ
の
レ
ベ
ル
と
の
相
関
関
係
の
実
証
研
究

（D
em

ertzis et al. [2024]
）
は
き
わ
め
て
示
唆
に
富

む
。
摘
要
す
れ
ば
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

図
表
６
﹇
ａ
﹈
は
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
と
市
民
の

短
期
的
な
財
政
的
虚
弱
性
と
の
間
の
相
関
関
係
を
み
た

も
の
で
あ
る
が
、
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
が
低
い
家
計

ほ
ど
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
（
長
期
の
）
入
院
・
手
術

や
失
業
な
ど
の
不
測
の
事
態
に
耐
え
日
常
生
活
を
維
持

す
る
う
え
で
当
座
必
要
と
さ
れ
る
資
金
―
―
最
低
三
カ

月
分
の
給
与
に
相
当
す
る
流
動
預
金
―
―
を
手
元
に
置

く
比
率
が
高
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
ス
コ
ア
の

高
い
層
に
あ
っ
て
は
そ
の
比
率
は
低
く
な
る
。
投
資
選

図表６　金融ナリッジと財務的虚弱性との関連――金融の知識・理解が
高まれば家計の財務的虚弱性が低下し財務的回復力は向上――

金融ナリッジスコア
30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

金融ナリッジスコア
30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

短
期
（
３
カ
月
未
満
）
預
金

退
職
後
の
資
力
へ
の
自
信

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

［a］財務的虚弱性と金融ナリッジ ［b］金融ナリッジと年金収入

 y ＝－0.4018x＋64.662
R2＝0.1403

y ＝0.6219x＋6.6136
R2＝0.2193
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CZCZ
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AT：オーストリア
CZ：チェコ共和国
EL：ギリシャ
HR：ハンガリー
LT：リトアニア
NL：オランダ
SE：スウェーデン

BE：ベルギー
DE：ドイツ
ES：スペイン
HU：クロアチア
LU：ルクセンブルク
PL ：ポーランド
SI ：スロベニア

BG：ブルガリア
DK：デンマーク
FL ：フィンランド
IE ：アイルランド
LV：ラトビア
PT：ポルトガル
SK：スロバキア

CY：キプロス
EE：エストニア
FR：フランス
IT ：イタリア
MT：マルタ
RO：ルーマニア

CYCY

CYCY
SKSK

（出所）Demeritzis, Maria, Luca Lévy Moffat, Annamaria Lusardi and Juan Mejino López [2024] 
より引用。
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好
が
高
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

前
者
に
は
ル
ー
マ
ニ
ア
や
キ
プ
ロ
ス
や
ギ
リ
シ
ャ
の
よ
う
な
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
が
五
〇
以
下
の
国
ぐ
に
に
当
て
は
ま
り
、
同

五
五
で
も
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
多
く
の
国
ぐ
に
が
名
を
連
ね
る
。
対

照
的
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
が
ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
諸
国
よ
り
も
低
い
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

ス
ペ
イ
ン
の
市
民
の
財
政
的
回
復
力
は
如
上
の
国
ぐ
に
よ
り
も
高
い
け
れ
ど
も
、
疾
病
や
失
業
保
険
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
が
整
っ

て
い
る
た
め
た
だ
ち
に
財
政
的
虚
弱
性
と
結
び
つ
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ぎ
に
同
﹇
ｂ
﹈
は
老
後
の
生
活
へ
の
備
え
な
ど
中
長
期
的
な
財
政
的
回
復
力
と
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
と
の
関
連
を
図
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
定
年
退
職
後
の
生
活
へ
の
備
え
に
自
信
の
あ
る
市
民
層
は
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
の
高
い
国
ぐ
に

に
お
い
て
多
く
み
ら
れ
、
ス
コ
ア
が
五
〇
を
超
え
る
あ
た
り
か
ら
そ
う
し
た
国
ぐ
に
の
多
く
が
図
中
の
回
帰
線
よ
り
上
に
分
布
し
て

い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
対
に
、
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
の
低
い
国
ぐ
に
は
中
長
期
的
な
財
政
回
復
力
に
―
―
た
と
え

極
度
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
―
―
難
が
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

要
約
し
よ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
市
民
の
金
融
知
識
や

理
解
を
高
め
る
こ
と
は
、
市
民
の
財
政
的
虚
弱
性
の
改
善
と
財
政
的
回
復
力
の
向
上
に
貢
献
す
る
と
い
っ
て
よ
く
、
金
融
教
育
の
改

良
が
優
先
順
位
の
高
い
課
題
と
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

い
ま
一
つ
本
調
査
の
結
果
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
と
金
融
的
包
摂
（F

inancial Inclusion

）
と
の
相
関
関

係
で
あ
る
。D

em
ertzis et al. [2024]

は
、
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｄ
（
国
際
復
興
開
発
銀
行
）
のGlobal Findex D

atabase

か
ら
二
つ
の
デ
ー

タ
―
―
銀
行
預
金
と
銀
行
ロ
ー
ン
―
―
を
用
い
て
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
と
金
融
的
包
摂
と
の
相
関
関
係
の
実
証
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
が
図
表
７
﹇
ａ
﹈
と
﹇
ｂ
﹈
で
あ
る
。
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み
ら
れ
る
よ
う
に
、
金
融
機
関
に
預
金
す
る
成
人
の
シ
ェ
ア
は
金
融
ナ
リ
ッ

ジ
ス
コ
ア
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
高
く
な
る
と
い
う
正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
、

ま
た
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
成
人
の
シ
ェ
ア
も
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア

が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
上
昇
す
る
と
い
う
正
の
相
関
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

る
（
図
表
７
﹇
ａ
﹈）。
い
ま
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
が
五
〇
で
あ
れ
ば
、
四
五

パ
ー
セ
ン
ト
の
成
人
が
金
融
機
関
に
預
金
口
座
を
開
設
し
て
い
る
こ
と
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
ス
コ
ア
を
六
〇
に
引
き
上
げ
る
と
六
割
近
く
へ
と

上
昇
す
る
。
他
方
、
後
者
の
銀
行
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
も
、
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ

ア
が
五
〇
の
時
に
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
、
同
六
〇
の
場
合
に
は
四
割
超
へ

と
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
な
る
（
図
表
７
﹇
ｂ
﹈）。

　

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
っ
た
Ｅ
Ｕ
の
な
か
で
も
経
済
的
に
豊
か
な
国
ぐ
に
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
、
対
照
的
に
ル
ー
マ
ニ
ア
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
い
っ
た
旧
共
産
圏
の

成
人
の
預
金
口
座
開
設
や
ロ
ー
ン
組
成
の
シ
ェ
ア
は
高
く
な
い
。
む
し
ろ
低
い

部
類
に
属
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

そ
し
て
第
三
は
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
と
所
得
格
差
と
の
関
係
に
つ
い
て
で

あ
る
。
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
研
究
所
の
研
究
者
は
ユ
ー
ロ
ス
タ
ッ
ト
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

統
計
局
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
作
成
し
た
ジ
ニ
係
数
を
用
い
て
こ
の
関
係
に

図表７　金融ナリッジ、財務的虚弱性、年金の安心感

金融ナリッジスコア金融ナリッジスコア

［a］金融機関に預金口座を開設する
成人のシェアと金融ナリッジ

［b］金融機関から融資を受ける
成人のシェアと金融ナリッジ

5030 35 40 45 50 55 60 65 70 75 30 35 40 45 55 60 65 70 75
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融
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（出所）Demeritzis, Maria, Luca Lévy Moffat, Annamaria Lusardi and Juan Mejino López [2024] 
より引用。
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ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。
そ
の
結
果
を
表
す
の
が
図
表
８
で

あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
が
高

く
な
る
に
つ
れ
て
ジ
ニ
係
数
が
低
く
な
る
と
い
う
負
の

相
関
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス

コ
ア
五
〇
の
時
、
所
得
格
差
を
示
す
ジ
ニ
係
数
は
三
〇

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
六
〇
を
超
え
る
と
三
〇
を
割
り
、

さ
ら
に
七
〇
で
は
二
五
前
後
へ
と
低
下
す
る
こ
と
が
見

て
取
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
が
ら
は
従
来
か
ら
推
測
さ
れ
て
き
た

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
調
査
結
果
か
ら
得
ら
れ
た

金
融
ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
を
統
一
基
準
と
し
て
Ｅ
Ｕ
市
民

の
賃
金
や
所
得
や
貯
蓄
、
そ
れ
に
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
と

す
る
中
長
期
的
な
金
融
的
包
摂
、
財
政
的
虚
弱
性
や
回

復
力
な
ど
と
の
相
関
関
係
を
分
析
し
た
結
果
、
市
民
サ

イ
ド
の
金
融
知
識
や
理
解
を
向
上
す
る
う
え
で
の
金
融

教
育
が
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
が
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル

研
究
所
の
調
査
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
た
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

図表８　金融ナリッジと所得格差
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（出所）Demeritzis, Maria, Luca Lévy Moffat, Annamaria Lusardi and Juan Mejino López [2024] 
より引用。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
が
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
や
加
盟
国
と
連
携
し
て
金
融
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
注
力
す
る
の
は
理
に
適
っ
て
い
る
。

同
時
に
、
退
職
後
の
生
活
へ
の
備
え
と
し
て
預
貯
金
の
ほ
か
有
価
証
券
（
債
券
・
株
式
、
投
資
信
託
）
や
年
金
・
保
険
商
品
へ
の
投

資
を
促
進
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
増
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、個
人
に
よ
る
中
長
期
投
資
の
促
進
の
た
め
に
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
委
員
会
は
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
成
立
に
と
も
な
い
小
口
投
資
家
の
権
利
向
上
計
画
や
家
計
の
証
券
市
場
へ
の
参
入
促
進
な
ど
を
謳
っ
た

「
Ｃ
Ｍ
Ｕ
二
〇
二
〇
年
行
動
計
画
―
―
市
民
と
企
業
の
た
め
の
Ｃ
Ｍ
Ｕ
」
を
発
表
し
て
家
計
の
財
務
能
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
開
始
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
一
部
は
す
で
に
初
等
・
中
等
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
金
融
教
育

研
究
所
（
Ｉ
Ｅ
Ｆ
Ｐ
）
な
ど
に
お
い
て
政
府
の
財
政
資
金
の
支
援
を
受
け
た
金
融
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
と
く
に
金
融
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
応
し
た
取
り
組
み
、
市
民
間
の
金
融
知
識
や
理
解
の
格
差
解
消
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
そ
の
成
果
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
と
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
本
年
四
月
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ロ
ー
ル
研
究
所
代
表
の
エ
ン
リ
ケ
・
レ
ッ
タ
（
元
伊
首
相
）
の
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
「
市

場
を
超
え
て
―
―
統
一
市
場
を
強
化
し
Ｅ
Ｕ
市
民
す
べ
て
の
た
め
の
持
続
可
能
な
将
来
と
繁
栄
を
生
み
出
す
（M

uch M
ore T

han 

A
 M

arket: Em
pow

ering the single m
arket to deliver a sustainable futur and prosperity

）」
―
―
通
称
「
レ
ッ
タ
報

告
（Letta R

eport

）」
の
な
か
で
も
、
資
本
市
場
の
統
一
を
促
進
す
る
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
と
り
も
直

さ
ず
貯
蓄
と
投
資
の
た
め
の
同
盟
で
あ
り
、
市
民
レ
ベ
ル
の
貯
蓄
と
投
資
を
促
進
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、〝
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
〞
や
〝
貯
蓄
か
ら
資
産
形
成
へ
〞
式
の
安
直
な
投
資
勧
誘
、
あ
り
て
い
に
い

え
ば
個
人
の
証
券
市
場
へ
の
参
入
促
進
に
よ
る
預
貯
金
の
有
価
証
券
投
資
へ
の
転
換
を
い
う
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
金
融
教
育
に

よ
っ
て
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
が
向
上
す
れ
ば
、
金
融
機
関
の
提
供
す
る
金
融
商
品
の
知
識
（
と
く
に
リ
タ
ー
ン
と
リ
ス
ク
）
が
投
資
の
た
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め
の
意
思
決
定
に
は
好
影
響
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
市
民
の
投
資
が
伝
統
的
に
活
発
と
い
わ
れ
る
英
米
に
比
較
し
て
、
Ｅ
Ｕ
で
は

各
種
協
同
組
合
銀
行
（banques coopératives

）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達
し
て
お
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
が
市
民
の
〝
お
家
銀
行

（banque de proxim
ité/haus bank

）〞
と
し
て
預
金
者
と
の
間
に
強
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
―
―
西
欧
市
民
の
お
よ
そ
半

数
が
「
銀
行
は
信
頼
で
き
る
」
と
答
え
た
調
査
が
あ
る
―
―
が
ゆ
え
に
、
金
融
や
投
資
、
保
険
さ
ら
に
は
税
金
や
相
続
な
ど
多
様
な

リ
テ
ラ
シ
ー
の
提
供
が
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

欧
州
最
大
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
会
社
ア
ム
ン
デ
ィ
（A

m
undi

）
を
傘
下
に
収
め
る
世
界
最
大
の
協
同
組
合
銀
行
で
あ

る
フ
ラ
ン
ス
の
ク
レ
デ
ィ
・
ア
グ
リ
コ
ル
（C

rédit A
gricole

）
を
は
じ
め
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
ボ
バ
ン
ク
（R

abobank

）
や
ド
イ

ツ
の
貯
蓄
銀
行
グ
ル
ー
プ
（Sparkassen-Finanzgruppe

）
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
提
唱
す
る
市
民

レ
ベ
ル
の
貯
蓄
と
投
資
な
い
し
資
産
形
成
の
促
進
が
預
貯
金
か
ら
投
資
信
託
を
ふ
く
む
有
価
証
券
投
資
へ
の
シ
フ
ト
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。
何
よ
り
も
ま
ず
預
貯
金
の
重
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
Ｅ
Ｕ
市
民
の
民
間
金
融
機
関
へ
の
不
信
感
は
日
米

英
に
比
べ
る
と
低
い
こ
と
は
将
来
的
に
市
民
の
投
資
や
資
産
形
成
の
た
め
の
意
思
決
定
に
好
ま
し
い
効
果
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ

る
も
の
の
、
そ
の
た
め
の
意
思
決
定
に
か
か
る
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
の
向
上
が
な
け
れ
ば
絵
に
描
い
た
餅
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
調
査
結
果
か
ら
導
か
れ
る
最
大
の
教
訓
で
も
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

　

以
上
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
に
関
す
る
世
論
調
査
の
結
果
を
手
掛
か
り
に
、
Ｅ
Ｕ
の
直
面
す
る
金
融
上
の
諸
問

題
の
一
端
を
み
て
き
た
。
そ
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
Ｅ
Ｕ
市
民
の
金
融
知
識
や
理
解
の
レ
ベ
ル
の
低
さ
の
ゆ
え
に
、
金
融
危
機
な

ど
の
外
生
的
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
応
能
力
や
老
後
の
生
活
へ
の
備
え
が
十
分
と
は
い
え
ず
財
政
的
虚
弱
性
に
陥
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
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で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
は
そ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
金
融
教
育
の
改
良
へ
の
取
り
組
み
を
強
力
に
推
し
進
め
る

こ
と
を
通
じ
て
市
民
の
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
優
先
順
位
の
高
い
課
題
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

実
際
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
は
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
や
加
盟
各
国
の
政
府
や
教
育
関
係
者
な
ど
と
連
携
し
て
初
等
教
育
か
ら
金
融
ナ

リ
ッ
ジ
を
養
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
採
り
入
れ
、
か
つ
こ
れ
を
補
強
す
べ
く
教
育
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
各
種
金
融
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
る

金
融
分
野
の
教
育
・
啓
蒙
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
よ
う
促
し
て
き
た
。
こ
の
一
〇
年
余
、
事
の
あ
り
よ
う
は
加
盟
国
に
よ
っ
て

差
は
あ
る
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
初
等
・
中
等
教
育
機
関
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｉ
Ｅ
Ｆ
Ｐ
（
金
融
教
育
研
究

所
）
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
て
多
様
な
教
育
・
啓
蒙
活
動
を
成
人
に
も
行
う
国
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
金
融
機
関
な
ど
の
民
間
サ
イ
ド
も
金
融
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
の
間
に
深

く
根
を
張
っ
た
民
間
商
業
銀
行
を
嫌
気
す
る
感
情
―
―
い
わ
ゆ
る
「
ア
ン
チ
金
融
資
本
」
感
情
―
―
が
若
年
層
や
青
年
層
を
中
心
に

後
退
し
て
い
る
こ
と
も
市
民
の
間
で
金
融
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
容
れ
や
す
く
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、

民
間
商
業
銀
行
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
金
融
教
育
の
懸
念
材
料
と
な
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
市
民
の
商
業
銀
行
へ
の

不
信
感
を
完
全
に
払
拭
す
る
に
は
な
お
相
当
の
時
間
を
要
す
る
と
い
う
の
が
偽
り
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
懸
念
す
べ
き
こ
と
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル

研
究
所
の
研
究
員
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
に
よ
る
金
融
ナ
リ
ッ
ジ
の
五
つ
の
問
い
に
関
す
る
男
女
別
正
答
率
を
紹
介

し
て
い
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
分
野
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
処
理
解
決
に
注
力
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
配
慮
と
高
く
評
価
す
べ

き
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
認
識
や
理
解
が
低
く
浅
く
狭
い
日
本
は
も
っ
と
見
習
う
必
要
が
あ
る
と
い
っ
て
も
大
げ
さ
で
は
あ

る
ま
い
。

　

金
融
ナ
リ
ッ
ジ
の
正
答
率
が
低
か
っ
た
理
由
を
立
ち
入
っ
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
ま
こ
こ
で
考
慮
す
べ
き
よ
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り
重
要
な
点
は
、
女
性
の
大
学
進
学
率
が
上
昇
し
実
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
思
い
を
致
せ
ば
、
金
融
知

識
や
理
解
の
レ
ベ
ル
は
お
ろ
か
企
業
や
役
場
で
の
職
務
遂
行
能
力
が
男
性
よ
り
も
劣
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
給
与
や
昇
進
な
ど
の
待
遇
面
で
割
り
を
喰
い
、
そ
れ
が
積
も
り
に
積
も
っ
て
男
性
よ
り
も
低
い
公
的
年
金
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
現
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
家
庭
環
境
や
社
会
の
諸
事
情
に
よ
り
大
学
進
学
ど
こ
ろ
か
中
等
教
育
を
さ
え
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
女
性
た
ち
に
お
い
て
は
よ
り
深
刻
で
す
ら
あ
る
。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
政
治
家
で
金
融
サ
ー
ビ
ス
・
金
融
安
定
・
資
本
市
場
同
盟
担
当
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
の
メ
イ
リ
ー
ド
・
マ
ク

ギ
ネ
ス
は
英
紙
『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
（Financial T

im
es

）』
二
〇
二
二
年
一
月
一
九
日
付
に
寄
稿
し
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
と
っ
て
金
融
教
育
の
改
善
は
優
先
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
題
す
る
手
記
の
な
か
で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
家
計
の
三
〇

パ
ー
セ
ン
ト
は
〔
金
融
危
機
な
ど
の
〕
外
生
的
シ
ョ
ッ
ク
に
耐
え
ら
れ
な
い
」（M

cguinness [2022]

）
と
憂
い
て
い
る
。
財
政
的

に
虚
弱
で
回
復
力
に
劣
る
こ
と
が
主
因
と
さ
れ
る
が
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
研
究
所
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
そ
の
よ
う
な
家
計
は
概
し
て
金
融

ナ
リ
ッ
ジ
ス
コ
ア
が
低
い
と
い
う
結
論
を
引
き
出
し
て
い
た
。

　

こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
そ
う
し
た
家
計
の
な
か
に
は
社
会
で
割
を
喰
う
女
性
た
ち
―
―
お
ひ
と
り
さ
ま
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
（
離

婚
者
を
ふ
く
む
）
や
寡
婦
―
―
が
す
く
な
く
な
く
、
低
賃
金
・
低
収
入
・
低
貯
蓄
と
い
う
か
た
ち
で
財
政
的
に
虚
弱
な
女
性
の
、
し

た
が
っ
て
ま
た
不
安
定
な
老
後
生
活
を
強
い
ら
れ
る
女
性
の
比
率
を
高
か
ら
し
め
て
い
る
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ

う
し
た
女
性
た
ち
は
こ
の
間
増
加
し
て
い
る
し
、
と
く
に
Ｅ
Ｕ
の
西
半
分
以
上
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
拡
大
し
た
英
国
で
は
、

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
Ｅ
Ｕ
の
法
制
や
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
嘆
か
わ
し
い
ば
か
り
と
訴
え
る
向
き
も
多
い
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
金
融
教
育
の
改
善
の
重
要
性
に
異
論
は
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
が
男
女
差
別
解

消
の
〝
切
り
札
（m

istigri

）〞
と
は
い
い
が
た
い
。
金
融
教
育
の
改
善
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
と
の
間
に
は
共
通
す
る
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課
題
が
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
に
し
て
も
、
後
者
は
後
者
で
前
者
と
は
異
な
る
固
有
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る

ま
い
。
進
学
や
職
業
、
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
な
ど
各
分
野
で
の
男
女
差
別
の
解
消
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
ま

ず
も
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
へ
の
認
識
の
低
さ
や
理
解
の
欠
如
を
こ
そ
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

﹇
付
記
﹈本
稿
は
二
〇
二
四
年
五
月
一
八
日
に
公
益
財
団
法
人 

日
本
証
券
経
済
研
究
所
大
阪
研
究
所
で
行
っ
た
研
究
報
告「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
金
融
ナ
リ
ッ

ジ
の
現
状
と
評
価
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
調
査
結
果
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ベ
ー
ス
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
参
加
さ
れ
有
益

な
教
示
を
し
て
下
さ
っ
た
諸
先
生
に
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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